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▲ 太田小学校校庭で開かれた岐阜県畜産共進会
（乳牛の部）／昭和 31年 11月

▲ 太田町前平に建設された岐阜県畜産メインセ
ンター／昭和 32年 6月頃

▲ ミルクタンクローリー車／市役所前での撮影、
昭和 38（1963）年 9月頃

「県内初のミルクタンクローリー」
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　美濃加茂市と加茂郡の酪農農家 977 人により、昭和 37年 5月
に「加茂酪農協同組合」が設立され、翌昭和 38年には 5.7 トン入
りのタンクローリー車を岐阜県内で初めて購入します。美濃加茂市
と周辺の酪農農家から 1日 12トンの生乳を集め、消費地の名古屋
の工場へ 1日 3回直接運ばれました。当時、市内における乳牛の
飼育頭数は県内の市でトップの 2900 頭、牛乳生産は市・加茂郡
合わせて岐阜県内の約 21％を占め東海地方屈指の地域でした。
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